
「ぼくが ひっぱってあげる」 

たんぽぽのとき ぼくもしてもらった

♪ 

「ぬけないんだけど～。」 

「こうやって、したのほうをもって。」 

「ツマグロいたいた」 

なに、なに？どこどこ？ 

つきぐみさんたちが 

きのうしていたあそびをまねて 

「わたしもスカートはいた」 

いっしょだね～ 

 

 

『交わりながら ともに育ち合うまさきっこ』 

 新緑の若葉がまぶしい季節になりました。連休中は家族でゆっくり過ごすことができましたか？大好きな家族と一緒に心に刻んだ

様々な体験は、これからの園生活につながり、遊びの中でも活かされてくることでしょう。 

４月に入園した子どもたちは、先生と一緒に周りの様子を伺いながら、「いろんな友達やお兄ちゃんお姉ちゃん先生がいるな」「幼

稚園で遊ぶの楽しいな」「あれ面白そう。やってみたい」と、少しずつ幼稚園に慣れ自分の世界を広げています。新入児も進級児も、

絶対的安心基地である家庭を基盤にしながら、好奇心のアンテナを広げ見つけたものに自ら触れ関わっていきます。心も体も頭もフ

ル回転させ、あちらこちら忙しく動き色々なものに関わって遊ぶ子どもたちの姿は、大人が思っている以上にたくましく、目を見張

るものがあります。 

 

                            

               

 

 

 

 

思い思いに見つけた面白い遊びを、幼稚園でともに生活している仲間と共有したり、それを周りで見たり真似たりしながら、お互

いに刺激し合う姿があちらこちらで見られます。そこでは、一人一人が『今』自分に必要な学びやこれからの未来を生きていく上で

必要な経験を、日々積み重ねています。どんどん前に進む時もあれば、思うようにいかずつまずいて涙がこぼれたり、どうしたらい

いか迷ったり葛藤したりと、心身フル稼働でそのことと向き合っています。それをしっかり見とり、今伸びようとしている育ちの芽

に必要な環境を創っているのが、教師でありこの松前幼稚園です。 

今年で創立７０周年を迎えた松前幼稚園。過去から変わらず大事にしてきたこの保育観を基に、これからも子どもたちと一緒に自

分たちで創造していく生活を日々紡ぎ、学ぶ力・未来をたくましく生き抜く力の根っこを育んでいきたいと思います。 

                                                

                                                            

５月の保育のねらい 

 

  ○ 先生と触れ合いながら好きな遊びを見つけて安心して過ごそう。       

・ 片付けや着替えなど、身の回りの始末を先生と一緒にしてみよう。 

・ 自分の好きな遊びや場を見つけて遊ぼう。 

・ 生き物や草花など身近な自然に触れながら、初夏の自然を感じて遊ぼう。 

○ 先生や友達と一緒に好きな遊びを楽しもう。 

・ 戸外でのびのび身体を動かして遊ぶ心地よさを味わおう。 

・ 初夏の自然に触れながら遊ぼう。 

    ○ 気の合う友達と思いを出し合って遊ぶ楽しさを味わおう。 

・ 友達と一緒に遊びながら、自分の考えたことや気づいたことを言葉で伝えあおう。 

                          ・ 初夏の自然を感じながら、戸外で体をのびのびと動かそう。 

・ 自分たちが植えた夏野菜の生長を楽しみに世話をしよう 
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